










開発が比較的遅れている地域の背後にある山に立地する例が多くみられることの 4点である(問。

ここでは詳細に論ずる余裕を持たないが、こういった現象は各地域での内的な成熟から起こった

のではなく、どちらかといえば外力によってなされたものであると考えたい。この外力としたも

のが何を指すのかが最も問題になるが、ここでは毘家或いはそれに準ずるものであるとしておき

たい。つまり、滋賀県下でみられるような同一時期の須恵器生産の拡散とそれに連なる諸現象を、

従来の有力氏族が構成する地域社会へ国家が直接、或いは間接的に干渉すべくクサピを打ち込ん

だものであると想定したい。

3 .壊慕の立地と変遷

今津町内での墳墓の立地とその変遷の画期についてふれてみたい。

弥生時代には点的に広がりを見せる集落に対して、北仰西海道遺跡(27)に見られるようにそれぞ

れの墓域を持っているといえるだろう。しかし、前述したように石田川左岸に於いては石田川の

取水口である福岡地区の背後にある妙見山丘陵に 3世紀末以降吉墳が築かれるようになり、状況

は一変するといえる(問。これらの古墳群を観察すると最低 2'"'-'3の支群を抽出することが出来る

のである。また、石田}IIお岸に於いてもよ野原吉墳群、甲塚古墳群が見られ同様の展開を見せて

いるといえるだろう (29)。その後の展開については 5世紀前半代に石田川左岸の妙見山古墳群に近

接して湖西北部の盟主墳である王塚古墳(叫が築かれる。 6世紀後半代になって高島郡内では後期

群集墳の展開がみられるが今津町内(石田川流域)では顕著なものは見られず、前段階からの墓

域を踏襲しているといえる。また、埋葬主体部は木棺霞葬が主で、 6世紀後半になっても横穴式

みられない。

これらの状況は墓域、埋葬主体部ともに 6世紀末'"'-'7世紀にかけて変化がみられる。石田川左

岸では妙見山古墳群、王塚古墳群から箱館山南麓古墳群(31)へ、石田川右岸では甲探古墳群から蘭

生古墳群(32)へと移動しており、堰葬主体部に関しでも木棺直葬から横穴式石室へと変遷してい

る。それ以降は明確な墳墓が確認されておらず8世紀代の墳墓の様相については明らかにし得な

し〉。

以上、大雑把で、はあるが石田川流域の墳墓の変遷について概観を試みた。これらの変遷の中で

も可視的にも質的にも大きな間期を持っているのは 6世紀末以降の段階であるといえる。ここで

は集団構成に関して、何らかの変質があったものととらえておきたい。

4. rヒトjの動き、「モノJの動き
今津町内を中心として「モノJの在り方から他地域と高島郡との関係についてふれてみたい。

吉墳時代の「モノjの在り方として妙見山古墳群中のE-l号墳の埋葬主体部の構造(臼)について

とり上げたい。木棺の小口に石を積むという形態は、日本海側に見られるものであり、そういっ

た地域との関係が指摘できるのである。しかし、ここに表現された日本海側の地域との関係は 6

世紀末以前まで見られるものの、横穴式石室の導入によって見えなくなるのである。

また、食繕具は 9世紀後半以降に高島郡では日本満側の地域の影響を大きく受けたものになる。

須恵器生産地である小俵山遺跡では双耳査が出土しており、美閤遺跡(刊でも問様のものが見られ

る。また、日霞前遺跡{日)では北陸産と考えられる土師器饗が見られる。 9
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